第２４章　災害及び事故
水稲被害
　昭和53年の水稲被害面積は11,100ヘクタール、被害量6,050トン、又被害率は13.6パーセントと昨年（9.0パーセント）を上回っている。
　本年の水稲被害の特色は、風水害は41トン から25トン（39.0パーセント減）と減少している。干冷害は前年53トンであったのが1,230 トンと大幅に増加している。
　全体的には、被害面積で対前年比4.3パーセント、500ヘクタールの減少、一方被害量で対前年比44.0パーセント、1,850トンの増加である。
交通事故
　昭和53年中の府内における交通事故（人身事故）は、発生件数３万3,645件、死者数416人、傷者数４万2,461人を記録した。これは、全国の交通事故発生件数（46万4,037件）の7.3パーセント、死者数（8,783人）の4.7パーセント、傷者数（59万4,116人）の7 .1パーセントとなっている。
　つぎに前年と比べると、発生件数では、215件増（0.6パーセント増）、死者数ではプラス55人（15.2パーセント増）、傷者数では、116人減（0.3パーセント減）となっており、死者数は、昭和48年以後５年連続で減少していたが増加に転じ、発生件数も３年連続の増加となったが傷者数は減少した。
　事故発生件数を、主原因者となった第一当事者別にみると、車両等が３万3,259件（件数構成比98.9パーセント）で圧倒的に多く、車種別では普通乗用1万4,335件（同42.6パーセント）、普通貨物8,805件（同26.2パーセント）、軽四輪貨物2,428件（同6.2パーセント）､軽四輪乗用1,162件（同7.2パーセント）、特定大型（大型を含む）貨物715件（同2.1パーセント）の順となっており、そのうち普通乗用・貨物が２万3,140件で全体の68.8パーセントを占めている。
　又、自動車以外では歩行者386件（同1.1パーセント）、原動機付自転車（１種、２種計）2,265件（同6.7パーセント）、自転車1,351件（同4.0パーセント）となっている。
　事故発生の形態を法令違反別にみると、車両関係３万3,259件では、わき見運転22.9パーセント、徐行違反7.0パーセント、安全速度5.5パーセント、交差点の安全通行違反・右折違反などの順になっている。
　一方、歩行者の事故は、発生件数7,137件で全事故に対する構成比は21.2パーセント、死者数158人（同38.0パーセント）、傷者数7,295人（同17.2パーセント）となっており、そのうち5,169件（72.4パーセント）が横断中におきている。
火災
　昭和53年中の府内の火災件数は、5,863件で前年度の件数（5,356件）を507件（9.5パーセント）上回った。損害額では、97億9,183万円（前年比17.7パーセント減）、死傷者では、805人（うち死者107人）で、昨年より47人減になった。１日平均にすると、16.1件の火災が起き、2,683万円の損害で、2.2人の死傷者が出ていることになる。
　市町村別にみると、大阪市の1,832件（件数構成比31.2パーセント）がトップで、堺市593件（同11.1パーセント）、豊中市293件（同5.5パーセント）､豊中市326件（同6.1パーセント）の順になっている。
　火元用途別にみると、火種の2,809件が最も多く、前年度2,385件より7.5パーセント増、次いで、ガス・油類関係1,555件（同2.2パーセント増）、電気関係504件（同0.4パーセント減）の順となっている。
労働災害
　昭和53年中の府内の労働災害による死傷者は、死亡187人、傷者（休業４日以上）29,365人の合計29,552人であった。
　これを、産業別にみると、製造業関係が12,625人で全体の42.7パーセントを占め、そのうち金属精錬業、金属工業関係が5,767人で最も多い。
　次いで、建設業7,864人（全体に占める割合26.6パーセント）、陸上貨物取扱業2,727人（同9.2パーセント）、港湾貨物取扱業917人（同3.1パーセント）と続いている。
